


    
    


    




    人物紹介
    苑田公乃（そのだきみの）

　女主人公。昭和の田舎の中学生。町には映画館すら無い。厳格な両親と弟の４人暮らし。家庭の事情で「父さん」「母さん」「おねえちゃん」「おにい」がいる。優等生していてもイジメにあうので、キャラを変えている最中。余り成功していない。



ワコ（栗田実和子）

　小学校１年の時に東京から越して来た。いつの間にか、苑田と悪友に。背が低くて華奢だが、胸はちゃんとある。クチから先に生まれた感あり。



マコ（南真子）

　苑田の親友。女子では学年イチ身体が大きい。明るく、女らしい面も持つ頼りになるヤツ。中学でもバスケ部に入部する。大学生のサッカー部コーチに恋をする！？



ミナ

　苑田とは小学時代の子供会が一緒の地区で、一番皆から信望厚い明るい美人。子供会に友達がいない苑田を地区委員長にしてくれた。理由は不明。友情？？？



ツッチ

　両親が教員の転校生。浅黒い肌をしているスポーツ大好き少女。人を疑うという事が無い。



ミッチ

　一人っ子。至って穏やかな性格。よって、身長自体はマコやツッチ達に引けを取らないが、バスケより高飛びが得意。トランプやゲームもわざと負けてるのかって程弱い。＊因みに苑田は、鉄棒だけは飛びぬけていた



文雄（ふみお）

　小学校６年生の時の担任。苑田の成長を温かく見守る。



ナイッセン（内藤先輩）

　女子卓球部キャプテン。小柄で赤縁メガネ。ひょうきんだが、怒るとハンパないかも、、、。



里口（さとぐち）

　苑田の従兄で、卓球部では１年上級生。女子の人気が微妙なのはどうしてだろう。



涼子先輩

　１年上で、ボーイッシュな美人。スレンダー。が、訛りがヒドい。色気は立派にある。



彰子先輩

　１年上で卓球部では涼子先輩と一番仲がいい。おさげ髪が真面目。



桜木瑞枝先輩　＊美しい名前です、、、

　１年上の先輩だが、卓球部では浮いている。成績が良くて足も速い。顔も綺麗。足が芸能人みたいに長い。



深谷鈴子先輩

　皆、リンと呼ぶので、下級生もリン先輩と呼ぶようになる。赤ら顔。ナイッセンのお気に入り。



可愛い先輩

　３年生だが、ふっくらお人よしそうで実際に声も可愛い。



津山

　苑田が驚いた同級生のワル中のワル。１２歳には見えない貫禄。コイツとはトラブラない予感がするけど、甘いかもしれない。



ネコ

　苑田のクラスの不良で一番クール。女嫌い。基本、一匹狼。



チャ

　苑田のクラスの不良で、下品でちゃんと小学校を卒業したのが不思議。基本、一匹狼。チビ。



川口

　タチの悪い、口汚い不良。だらしない制服。剃った眉。全ての学業に於いてパッとしないが、顔はいい。背はかなり低いので、イキガルとダサい。



天田

　見苦しい不良。でかい。空威張りは、コイツが一番ヒドい。川口とつるんでいる。マンガみたいな二人。共に訛りが凄まじく、時として何を言っているのか分からない。



マサ

　大介が転校して来るまでは、一番の長身だった。けっして悪いヤツじゃない、と思う。



大介

　転入生。１７０ｃｍを越す身長は、中一位じゃ目立つ方だった。津山より低ければいいってものじゃない。お調子者。ワコがコイツにホレてしまう。見る目ない。津山は、時期を待って彼を「締めた」。



バシ

　中立のワル。小学校時代から苑田とは親しい。父親と二人暮らし。切ない、、、。



ジュンタロー

　小４の時に都会から転校して来たセンスがいい女の子。苑田的には大好きだった。



コッコ

　バシの近所のオカッパ頭が可愛いイイ子。お母さんが病弱なので家事をしてるが、ジュンタローと吹奏楽部でクラリネットを吹いている。



コスケ

　キツネ顔の一人っ娘。仲いい気でいたら、とんでもないメにあったゼ。



ミホ

　タヌキ顔だが、姐御なヤツらしい。いつも冷静。



操（みさを）

　卓球部同期。この女は典型的なイジメられっ子だったそうだが、庇う気になれん。話を作るんだよね～。目つきも暗いヨ、、、。



カスミ

　津山の彼女となるのだ、、、。おとなしそうな顔してスゴい！でも、カスミはイイ子だと思う。



式部（しきぶ）

　歌人の祖母が命名したとかの人気者転校生。どうしてこんな目立つ子がイジメの対象にならないのか分析しなきゃ。



佐藤清水（さとうせいすい）

　中１の時の担任。ギロ目。体育と国語の教師。趣味は書道。とりとめのない男だ。



塚本省吾

　体育教師。偉そうにしているが、卒業式ではお礼参り恐さに即帰る。堂々とエコヒイキする。人間らしくていいよね。



×××（少女Ａ）＊危険なので伏字です

　小学生時代から、甘やかされて育ったせいかワガママで意地悪。性格は一生直らないからしょうがないね。呼び名がウケる。本人は勝手に違う意味に取ってると思う。



×××（少女Ｂ）＊同じく伏字です

　こういう不良でも何でもないけど底意地が悪い女達は厄介なので、出来るだけ刺激しないようにしていれば接点が少ないはずだったんだけど、運命は皮肉だ。が、負けるが勝ちな場合もある。



猪野匡先輩（いのただすせんぱい）

　バレー部のアタッカー。バッチリ不良だけど、先生達も不良にしておくのが勿体ないと分かって策略を、、、。

　













    人物紹介
    ユタカ

　１年の前期、委員長。小学校では児童会長。オレってスゴいだろお～なオーラが鬱陶しい。スゴくないし、、、。母親も、アタシってスゴいでしょ？なオーラを出していた。一言で言えば、類は友を呼ぶ者同士以外からは嫌われ者ですね。後期も委員長になるでせうか。



竹野

　コイツも面倒臭い。副委員長。自分の立ち位置を決められないハンパな男。



ヤスエ

　この子は悪い子ではない。が、授業が分からないからといって、ずっと話しかけるのは勘弁して欲しい。２年に進級した際、９組が出来た。特別クラス。少人数。芸術に力を入れる授業編成で正直なところ羨ましかった。本人達にしたら、このクラスに入れられるって複雑だろうけど。このクラスには、不良もいないし、イジメもなかった。



ババ

　２年生の時の家庭科教師。バシの担任でもあった。馬場って苗字ではない。クソババアの意味で全員そう影で呼んでた。が、本人にバレてる。高校教諭のダンナに苑田って手に負えない女子がいると告げ口していたらしい。怨むぜ。



マンボ

　１年生の時の家庭科と体育の教師。お見合いをセッセとしている。



トコちゃん

　幼稚園で出会って親友になった。長くて艶やかな髪がトレードマークの可愛い子。性格もいい。ちょっとシャイ。大昔はシャイだった苑田と気が合った。操と同じ小学校出。



謎の美人

　本当は謎でも何でもないけれど、名前を忘れた、、、。田舎の中学には惜しい程の大人顔の美人だった。陸上部エース。が、苑田が奇跡的に彼女に勝つ日が来るとは、お釈迦様でも知らなかった。



もっちゃん

　ワコの幼馴染。バスケ部のキャプテンになる。苑田の恋を応援してくれた！？不良達からも守ってくれた！？



タカコ

　二流の優等生。本人には悪気はない。勿論こういう子はイジメにあわないし、やらない。しかし、イヤミなんかはさりげなく言って、クスッと笑うので調子こいてる気がしてた。トコちゃんを幼稚園の時に一時奪われたが、奪い方に恐れ入ったので、その場は引き下がった。戻るものは戻ってくるしね。＊いえ、苑田は淡白ですが、その気になったら闘犬並みに（？）しつこい波長を出せるので誰でも戻る。



ユキちゃん

　トコちゃんの友達。一昔前な感じだけど大美人。成績優秀。超真面目。普通に笑うけど、何を考えてるか分からない。高校生の時に大学生と付き合ってるって知って納得した。タカコと卓球部に入って来たが続くのか、、、。卓球部って不真面目ですぜ？



シズ

　無理してバスケ部に入ったあたり、やっぱりバカだ、、、。バカ、バカって言ってるヤツこそバカだと子供時代は言い合ってたっけ、、、。兄が暴走族。なので、ワコと苑田に危機迫る！？苑田と同じ人を好きになる！？＊苑田はスペシャル級のマヌケだが、マヌケは人に迷惑かけない。自分は、まずいハメに陥る事あり。



ジョー先輩

　彼に関しては、ここではまだ秘密です。



＊まだまだ、ランダムに続きます。登場人物が多くて申し訳ないです。ページを改めたのは、猪野先輩に敬意を表してです（笑）。











    人物紹介
    カシャブー（柏崎先生）

　苑田、２年時の女担任。どこを取っても尊敬に値しない。嫌っているのが分かっていたろう。不純異性交遊で生徒指導室に呼び出す程、苑田を貶めた。そもそも男嫌いだった苑田だったが、ここで１８０度人生転換する。万歳三唱。



須山クン

　横須賀からの転校生と聞いた。バッシュの紐を結んでいる仕草さえキマッテた。兄になって貰った。初告白ですね。



ヒロト

　完全無敵な不良。もっちゃんとは仲がいいみたいだったので、苑田は彼にとんだアプローチを、、、。



ＳＫ（校長）

　新任でコイツが来た時、裏があって校長になったと苑田の勘が言った。気に食わなかったので、校長室の廊下を通る度に、ＳＫ（彼のイニシャル）を殺せ！と怒鳴りながら走り抜けた。小説になる程の男じゃないので、出番はここだけかも、、、。



前川

　ジョー先輩が、どうしてこの冴えない男とつるんでいたのか、ついに理解出来なかった。カテゴリーは不良。情緒が安定してないのか、すぐにケンカを売ろうとする。笑った顔を見た事が無い。笑ってる方がコワい場合もあるって知らないらしい。気の毒に。



ヨーコ

　彼女は、敵だか味方だか分からんヤツだった。キマグレな所があり、卓球部に入部。最初から両面ラバーのラケットだった。自己評価高し。コンプレックスの塊でもあった。プールの日は毎回見学。ある意味、いい度胸だ。



タマ

　会ってみて欲しい。日本猫そっくり。誰かに恋してた。誰だったか思い出さなきゃ。



ＢｅＢｅ（ベベ）

　なんでそう呼ばれるのか全く不明。苑田と誕生日が同じだが、どこを取っても似てなかった。いや、端々で似てたかなあ。マサにホレてしまう。苑田に遠慮するな。実際、応援してた。



森クン

　須山クンの連れ。水泳部。ぽっちゃり系でエロ系。因みに、がっくしな事に須山クンもエロかった、、、。それさえなきゃ最高なのに、、、。最近まで年賀状くれてた程のいい人だったというのに。



ジョー先輩の女友達

　ガサツで嫌いだった。びっくりする程、ジョー先輩に馴れ馴れしい。あ、ヤキモチじゃないですよ！ジョー先輩って、女見る目なかったよなあ～。妬く張り合いさえ失せたわ、、、。



サミイ（平居沙美）

　この女は、いまだにマブダチです（笑）。苑田より気が強い面があると思いきや、小心者かもと最近やっと知った。内弁慶なのって言ってた。小学生の時、わが英小で行われたバスケの試合で目立ってた。色っぽくて（笑）。



トモ

　卓球部に入部して来た。英小だったけど、知らない子だった。弁当を自分で作れるので一目置いていたが、あの時に教わったハンバーグ、間違ってたじゃねえか！



光さん　＊運動部じゃなかったし、先輩と呼んでなかった。

　綺麗な顔に似合わず、シモネタ系。ネズミみたいなヤツといつも一緒だった、というか、ソイツに肩貸して貰って歩いてた。成績は良く、スポーツも運動部じゃないのが勿体なかった。侮っていたら、放送室で襲われた、、、。腕が細くても、流石に男子は力が強い。感心してる場合じゃないけどね。



ラージ

　生徒会長。おねえちゃんに、どうしてラージっていうのか聞いたら、とんでもない答えが、、、。聞いた私がバカだったよ。



トム

　苑田の他校のＢＦ。鷹中に練習試合に来てた日に知り合った。ジャニ系。バスケ部。大学生の優しい姉がいる。不純異性交遊だと指摘されたのは、彼との事ではない。



夏目クン

　トムと同じ中学のワコのＢＦ。ちゃんとデートしてた。そんなだから、先生達からワコと娘を付き合わせるなと苑田の母が注意されるんだよね。ワコは悪くないのにさ～。



中山先輩

　思い出した！！！タマが好きだった先輩。水泳部の部長。残念ながら彼もシモネタ系、、、。生徒会長に落選するし、、、。スカしてるから落ちたんだと思う。誠実が一番！タマは片思いで終わって正解！



才田先生

　社会科担当。初日に「オレの名前を知ってるか？」と言った。シ～ンとしてたら「帰る！」と言った。慌てて、ジュンタローが「サイタ先生です！」と言ったので、事なきを得た。



山ちゃん

　理科担当。マコの担任。苑田のオッパイに触ったよな？（怒）



糸井君

　学年イチの秀才。卒業まで一位をキープしたと思う。バスケ部のキャプテンにもなったが、あんな理由で練習試合に来ないヤツがキャプテンになるとはねえ。



ヨネちゃん

　英小に転校して来た子。クラスは一緒になった事ないけど、見ただけでいい子だって分かる。が、もっと個性が強い子が苑田は好みだ。いつも成績が苑田より上だったから悔しくて言っているのではない。薬学部に進んだ。うちに行って成人式の写真を見せて貰ってからどうしてるか分からないけど、堅実な人生だろうな。



ワタル

　私立中学にお受験入学したので顔を見る事がなくなって清々した。母同士も犬猿の仲。ワタルの母親が学校に電話して、苑田の素行に言いがかりをつけた。高校時代に、ワタルの彼女は自殺未遂を。彼女は、うわ言で苑田の名を呼んだ。３年後、謎の事故死。その時も誰か呼ぶ名があったならいいんだが、、、。ワタルは葬式で苑田を前に言葉も無く泣いていた。本物の涙だったので、赦すより他なし。



トオル君

　幼稚園から、出会いと別れを繰り返している男。キザで、要領が良さそうで悪くて素直じゃないけど憎めない。



泉先生

　バスケ部顧問。小作りな美人。声がドでかい。マコ達は、いっつもビンタを食らってた。ちょっと気分悪い、、、。先生風を吹かせているっていうか、、、。イイ意味で目をつけられた（？）苑田はどうする！？



正人

　６年生の時の男友達。イジワルばっかりされていたけどね。猿系ハンサム。スポーツマン。



吉正（愛称はヨシアク）

　６年生の時の都会的な転校生。黒目が綺麗だったけど、イジメで濁った。一度濁ると戻らないんだろうか。責任を感じるけれど、冷めたものはしょうがない。冷める理由だって、自分でさえ選べない。ましてや、子供の恋。立ち直れないなら、それはアっくん、君が弱いからだと敢えて言わせて貰うよ。



ヒロシちゃん

　幼稚園から一緒。控えめな君が、苑田の恋のキーパースン的役割を果たすとはスマートだ。



ミヤちゃん

　バスケ部男子。高校も一緒だった。体育祭で、彼のバスパンを借りて苑田は応援団。学ランも、ミヤちゃんに借りた。渋々だったのに、写真部の子が撮った写真を見たら、ノリノリだった、、、。喧嘩と祭りが大好きだった伯父の血か、、、。



アライ君

　呼び捨てにしてたんだけど、サミイが君付けで呼んでたから、いつの間にか君付けになった。アっくんと仲良かったとは知らなんだ。アライ君は、結構フェアな男だと思う。つーか、嘘が吐けないんだろうな。だから、アっくんの事で何か言われたとて、アライ君は悪くない。豚を飼っていて、赤ちゃんが産まれた時に可愛いけど見に来る？って誘ってくれた。可愛いというか、新鮮だった。



田代先生

　４年生の時の担任。理科の実験の日、ふざけてガラス棒で仲が良かった男子の頭を叩き、ポキンと割った時だけぶたれた。でも、大好きだったので、最近消息を突き止めて（と、その時は思った）電話したら、電話の向こうの人が、自分も教師だったけど、貴女が言っているのは兄です、、、兄は亡くなりました、、、と辛そうに言ったので、頭が真っ白になった。わざわざ電話くれたと兄が知ったら、どんなに喜ぶかと。先生の転勤先の運動会に行く程、先生を好きだったのに、もう会えない、、、。



ヤマキョン

　６年生の時にイイ距離で仲良かった。今で言う、ワンレングスのロングヘアーを後ろでひとつに縛っていたのを、高校に入ったら、短くして前髪も目の上で切り揃えた。女の子って、髪型で印象がガラッと変わるね～。私の母は、髪の長い子は不良だと言っていた。今は私の長い髪を見て、キレイな髪の毛だねえ～と惚れ惚れしている。お前にはショートが似合う！と言い張っていた事は見逃してやろう。が、忘れてやる気は無いと、ここでセコく宣言しておこう。



カヨ

　１年３組で一番大人しかったと思う。この子をどうにかしてやれと苑田の机に手紙を入れたヤツがいる。真剣に悩んだけど、考えたらイイ事するのに何故ソイツは無記名だったんだ？腰抜けか卑怯者か新手のイジメだったんだと気付いて、今はなはだ機嫌悪し（笑）。自分も一人で本を読んでいるのが好きだったし、カヨも静かにしていたかったろうに、既に明るくなっていた（？）苑田から毎日声をかけられるようになって迷惑だったかも、、、。乗せられた苑田が単純だったけど、手紙の主、許さん！許さないって波動を現在のソイツに送るぜ！



Ｂ先生

　なんでそう呼ばれていたか知らない。Ｂ級？？？担任だった事はないんだけど、可愛がってくれた男の先生の一人。実にいいヤツだった。



キャル（卓球部後輩）

　積極的な子だった。後日、青年部ってのに所属して、地域活動してた。因みに、タカコもそのメンバーだった。



蕾（卓球部後輩）　＊ツボミなんて、可愛い名前だったよなあ～

　キャルと一番仲が良かったみたい。内気。



ポッポ（卓球部後輩）

　キャルが命名。顔が鳩みたいだからだって。想像つかないと思うけど、本人を見れば納得。



柴子（卓球部後輩）

　これまた、キャルが命名。柴犬にソックリ。顔もだけど、肩の辺りは柴犬そのものだった。４名とも、英小の後輩だけど、知らない子達だった。私は、彼女らに厳しかったと思う。が、彼女らが突如全員退部した訳は、最近やっと気付いた。毎度ながら、遅い、、、。



ヒバリ（１つ下級生）

　キャルは一方的に嫌っていたが、私が３年の時に、私に無礼を働いた同級生を脅して、謝りに来させた。恩返しのつもりだったのか、純粋な好意だったかは不明なまま。大した事じゃないけど、恩と感じてたなら、天晴れな仁義ある女だ。単に卑怯者を見過ごせなかったのかも。現在、皆とは別に会いたいと思わないが、ヒバリとは一度話してみたかった。暴走族の集会で補導されてそれっきり。学年イチ足が速かった。



ハマ

　２年時、クラスメイト。ナルシスト。ヨーコより分かり易いので、川口のイジメの対象は苑田から彼女に移った。でも、川口が苑田に滅多なクチをきかなくなったのは、裏の理由がありそう。あるいは、あからさま過ぎる理由で、苑田は逆に理解不能か、、、。ハマの態度は、イジメられてもナルシストを選ぶわ！だった。



アケミ

　苑田の男友達が、彼女の事を「性格が意地汚い」と指摘した時、それ以上の言われ方はねえや、、、と舌を巻いた。しなを作る所はあったが、実際に女性らしい女だった。苑田のスカートの裾をまつり縫いしてくれてありがとう！



アシちゃん

　愛くるしい子だった。あの日の誕生日プレゼント、ありがとう！



マサミ

　男女（おとこおんな）と呼ばれていたが、ホントにソレっ気があったかも、、、。この話もヤバイ、、、ヤバ過ぎる、、、。オカルトも入るし、、、。が、苑田には大事な友達の一人だったんだから書くよ。友達の条件ってものがあるなら、マサミは、ちゃんと満たしてた。



カズ

　２年の時のクラスメイト。肌が綺麗な男で、いつも床屋でヒゲ剃って来たばかり、みたいなスッキリした顔をしてた。中の上程度にはハンサムだった。もろに不良っていうんじゃないバランスがいい。陸上部。最初は苑田と仲が良かったけれど、、、。



せっちゃん

　カズの彼女となる。陸上部。せっちゃんとだって友達だと思っていたんだけど、、、。苑田が思うには、カップルってのは皆が目を逸らす二人より、むしろ親切にしてやりたくなる姿が理想だと思う。ま、せっちゃんには、一生理解できまい。



藪木尚　＊これが、ジョー先輩の名前ですが、大どんでん返しがあります。トホホです。

　ジョー先輩って、ヤキモチ妬きだったと、後から知った。高校生になってから、なんとなく電話してみたら、あんな時間にバス停にいて遅刻じゃないの？と聞かれた、、、。見てたのね～～～。遅刻の常習犯でした、、、。遅刻した朝に駅にＴＶの取材が来て、ニュースでマヌケなコメントする苑田も皆に見られた（笑）。



飛松先輩

　マコが片思い。が、マコって結構積極的なんだよね～。ジョー先輩のクラスの委員長。で、どういうワケか、苑田にトバッチリが来たよ、、、。ビジュアルは、メガネ猿な感じですよ（笑）。サッカー部。堅苦しくってキライ、、、。



水田コーチ

　サッカー部にコーチに来た大学生。中学生のうちらには、おっさんだったけど、ホレっぽいマコは、彼と今度こそイイ仲に、、、。が、マコが遊ばれていると感じた苑田は、彼を呼び捨てにしてた（笑）。水田も、苑田を扱いにくいと思っていたさ（笑）。小学校教諭になったので、マコと運動会の日に出かけてみたら、シカトされた。まあ、そんなものだろう。傷付いたマコが次に選んだ相手は、聞いてビックリ！！！



久米先輩

　ハマの彼氏（？）。陸上部。泣きぼくろがあった。馬面。ハマとどういう関係だったか、ハマの話しか聞かされてないので何とも言えないけど、女の子を泣かせる男は好かない。好きなふりしててもしょうがないけどね。



むーちゃん先輩

　２年生の時も苑田は体育祭で応援団。彼女が団長だった。会うなりヤな顔しなくたっていいじゃん！水泳部。おねえちゃんから、彼女に気をつけなって言われたけど、どうしたらいいか分からなかったので馴れ馴れしくして切り抜けた。

　

マサヒロちゃん

　彼も転校生。関西から来て、うちらの言葉が汚いので、ケンカ売られているのかと思ったそうです（笑）。高校も一緒だったけど、彼の身にも同情の上にも同情的な事件が起きて、関西に戻ってしまった。何も無いトコだけど遊びに来る？って誘われたので泊まりに行ったけど、考えたら、厳しい苑田両親が許してくれたのは、彼への同情から、ダメって言えなかったのだと思う。夜中にパジャマで、マサヒロちゃんは筋トレ、苑田は見学。マサヒロちゃん母は、二人が恋仲だと勘違いして一階で寝た（笑）。



武藤先輩　＊だったと思う、、、。名前ハッキリ覚えてない。が、もう一人の素敵な先輩の名は、もっと忘れた。

　ハマが彼氏だと言い張った男。不良じゃないけど陸上部。背は高いけど、馬面で泣きぼくろあり。卒業式前日やっと、苑田を評価した位保守的。まあ、ハマは悪い意味でお人形さんみたいな女の子だったので、ああいうのがタイプなんだろう。苑田も黙っていれば連れて歩いて鼻が高くない事もないけれど、触るな！殺すぞ！みたいなオーラが出ていなくもないので、アクが強い男しか好んでくれない。需要と供給が合ってるのでオーケイ（笑）。



アベ

　カズの友人だったので、苑田は結構親しかった。野球部。多分、一回登場します。笑えます。苑田には、余り笑っているイメージが無いと感じている人は多いのですが、彼らの前では笑うのは勿体無いからであって、仲間といる時は笑い過ぎる程です。大人のクセに、笑い過ぎだのバカ笑いするなだの注意を受けています（笑）。笑わせる事も多いです。先日は、「シガレッツ・ストーリー」に関心を示したプロの方から、小説はもうひとつあって、タイトルは「イジメてみやがれ！！！」と言っただけで大笑いされました（笑）。原稿を送れとの事でした。



小学生時代のバスケ部コーチ

　熱血を絵に描いたよう。つまり、ＴＶドラマの受け売り。パワハラ男。ガキっぽいので、若さを持て余していたんだろう。クチやかましいヨボヨボじいさんになっていると確信している。



村上先生

　小学３年生時担任。悪気は無いんだろうけど、先生になる人って思い込みが激しい気がする。そして、女は余り美人がいない（笑）。苑田が人一倍ビジュアルを気にするのは、仕事柄もあるけれど、根拠はケン君との対談（恋と仕事と友情の三角関係！？）を読めば分かるでしょう。当時は村上先生のせいもあって地獄だったよ。なのに、教師系の母は大人になった苑田に対しても酷い女だったよ、、、。



久我諭（くがさとし）

　今も、彼の姿を探している夕暮れ時の焦燥感溢れる夢をみる程で悔しいね。「続・イジメてみやがれ！！！」（予定です）に大きく登場します。いや、大して登場しないか、、、。中学時代の２学年下といったら話にならなかったから。が、今なら、、、。何が？？？（笑）



ユカリ

　苑田初のお友達。３歳からの付き合いだった。色黒だったけど、瞳が大きくて誰にでも親切な子だった。バスケ部コーチは、ミナより協調性があると言っていたが、それは当たっている。が、ユカリさえ感心させた子も下級生にいた。苑田は、協調性よりは個性が大事だと考えている。協調性を優先すると、どうしても能力が低い者に皆が合わせる事になってしまい、全体が向上していかないので。が、そうは言えないのでストレスだ、、、。協調性を優先する友達は偉いなあと感じてしまうっていうジレンマもある、、、。



ニーコ

　ユカリ友人。２年生の夏、ユカリと一緒に卓球部に入部してくれた。家が学校から近かったし、溜まり場となってしまった。ゲームも楽しかったけど、ニーコんちで編み物をしたのが懐かしい。棒針編みをユカリから教わった。カギ針編みは、何故か小学生時代から色々と作れる腕だった。苺の形のピンクッションを母に編んであげたが、母は人にやってしまった。考えられる？？？



サト君

　続・イジメてみやがれ！！！で出番が多いでしょう。久我と親友だったとは皮肉だ。サト君は、うちら３人が三角関係だったなんて今も気付いてないらしい。久我も私もポーカーフェイスと決めたらお互いをも騙すからね～。サト君の事は手放しで好きだったけど、それってムードはゼロって事だと理解するには、サト君は純だったよ。が、いまやサト君は立派に女を泣かせる男に成長した。いいんだか、悪いんだか、、、。



アキ君＆ユウちゃん兄弟

　かあさんの妹の子達。近所に越して来たので、彼らとも一緒に育ったようなものです。つまり、６人きょうだい。が、かあさんは、もう一人赤ちゃんを預かったので、７人きょうだいです、、、。兎に角、嫌な思いは沢山しました。静かなのが好きだし、、、。実のきょうだいなら、多い方が楽しくていざという時頼りになるけど、この７人はビミョー、、、。



カノ

　叶っていう苗字からのアダ名だったんだけど、カノのお父さんが呼び捨てと勘違いして、お前も苑田！とか栗田！って言ってやれ！！！と怒ったらしい。器が小さい父親だ、、、。駄菓子屋さんだったので遊びに行くと好きなお菓子を食べ放題だった。今考えると天国ですね（笑）。あ！ただ食いしてたから印象悪かったのか！？



マツウラ

　非常に普通の男子でした（笑）。



＊ジョー先輩に格別の思い入れがあるので、またも改ページです。早く、ストーリーの方も進めないと（笑）。

＊ストーリーは、やっと２年生の春です。事件につぐ事件な日々です。コメディーじゃないのにわらけます（笑）。

＊ハマの彼氏らしかった先輩は、久米じゃなくって武藤の可能性が高いです。まみむめも、な感じだった（笑）。同じ人物を二回紹介した苑田が、相変わらずマヌケ度が高過ぎて面白いので、そのまま貼っておきます（笑）。

＊やっと冬にかかりました。こっから盛り上がるので楽しみにしていて下さい。が、先に言っておくと、これも後味は悪いと思います（笑）。後味悪い方がリアリティーあると思いますし、ノンフィクションなのでしょうがない（笑）。
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